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広島・長崎への原爆投下  ⇒   戦争のない平和な人類社会に発展する道を閉ざす	


⇒ 今、本来の発展方向に向かう扉を 開く転機をつくるときを迎えている�
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 図１ 戦争による死者数 (Q.Wrightの図に追加）
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縦軸は対数目盛り：1目
盛増えると10倍�

戦争による1日の死者
数は第2次大戦末期ま
で指数関数的に増加
（対数目盛りで直線）�

核兵器の出現で質的に
異なった指数関数的増
加を予想�

1950年に Q. Wright
は戦争による世界中の
死者数は半世紀（50
年）ごとに1桁増加
⇒20世紀後半は        
4億6千万人、21世紀
に世界人口を上回り人
類絶滅と予測�

世界世論で核兵器
は長崎以後戦争で
使われず死者数は
横這いから減少へ�

2．  人類の発展方向と核兵器�



2-1 人類の発展方向：戦争をなくし武力行使を禁止�
1795年 エマヌエル・カント『永遠平和のために』戦争は道徳上悪、世界共和国構想�
  � 実際には列強の帝国主義戦争の時代（市場拡大→世界・植民地分割）�
1868年 サンクト・ペテルブルグ宣言（発射物で炸裂性のもの、又は爆発性若しくは�
��燃焼性のものを充鎮したものの使用放棄）：非人道兵器使用禁止の時代（19C後半)�

1899年 ハーグ陸戦協定（毒、または毒を施した兵器の使用禁止、不必要な苦痛��
��を与える兵器、投射物、その他の物質の使用禁止。ダムダム弾禁止宣言）�
1914年〜18年�第1次世界大戦→国民を戦争に動員�
���������������������（情報統制、ナショナリズム、利益）�
1917年 労兵ソビエト（レーニン提唱）「平和に関する布告」（第一次世界大戦の全て�
������の交戦国に無併合・無賠償・民族自決に基づく即時講和を提議）�
1918年ウイルソン大統領「世界平和に関する14ヶ条」：戦争禁止の時代(1917〜41年）�

����秘密外交の廃止、海洋の自由、�経済障壁の撤廃、軍備の縮小、植民地問題の公�
����正解決（民族自決は一部限定的に承認）、�国際平和機構の設立→国際連盟�
1920年 国際連盟�戦争に訴えざるの義務を受諾して加盟。最初の国際組織�
���提案米国は非加盟、1934年に60ヶ国加盟、1939年活動停止、1946年解散�
1928年パリ不戦条約 第1条：締約国は国際紛争解決のため戦争に訴えることを非	


���とし、且つその相互関係において国家の政策の手段としての戦争を放棄することを	


��その各自の人民の名において厳粛に宣言す。�



1941年8月チャーチルとルーズベルト：大西洋憲章�
     領土拡大意図否定、領土変更に人民の意思尊重、政府形態選択の人民の権利、 �
     自由貿易拡大、経済協力発展、恐怖と欠乏からの自由、航海の自由、安全保障�
     の仕組み）  ⇔�日本は大東亜共同宣言（1943年）�
→「連合国宣言」 42カ国：日独伊枢軸国に対抗�
→後に51カ国：「すべての国のすべての人類が恐怖および欠乏から解放されて、�����
���その生命を全うすることを保障する平 和が確立することを希望する」「…‥武力の�
���使用の放棄に到達しなければならないと信ずる」�
1945年6月国際連合憲章    人類は武力行使禁止の時代へ到達？�
   第2条（原則）�
    3 国際紛争を平和的手段によって‥‥解決しなければならない。�
    4 国際関係において、武力による威嚇又は武力の行使を‥つつしまねばならない。�
   第33条（平和的解決の義務）�
    1   いかなる紛争でも‥‥まず第一に、交渉、審査、仲介、調停、仲裁裁判、司法�
    的解決 ‥‥その他当事者が選ぶ平和的手段による解決を求めなければならない。�
   第42条（軍事的措置）安全保障理事会は‥‥非軍事的措置では不十分であろうと�
    ‥‥認めるときは、‥‥必要な空軍、海軍、又は陸軍の行動をとることができる。
武力行使への抜け道⇦核兵器使用を含む軍事行動の必要性�



武力行使の機構の廃止へ（abolition of  military power) �
1945年 ポツダム宣言受諾�
⇒1946年 日本国憲法（前文に基本的な考え方）�
�諸国民の協和による成果と‥‥政府の行為によって再び戦争の惨禍
が起こることのないやうにすることを決意し、‥‥この憲法を確定する。�
   ‥‥日本国民は、恒久の平和を念願し、‥‥平和を愛する諸国民の
公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。
‥‥�
�平和主義、民主主義、主権在民、基本的人権�
�
第9条 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求�
    し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国�
    際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。�
 2    前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保�
    持しない。�
      国の交戦権は、これを認めない。�
�⇔安倍政権の 第9条の解釈改憲は人類の武力行使放棄の方向に逆行している。�



閣下、・・・・・・過去4か月の間に、フランスのジョリオ、またアメリカのフェルミとシラー
ド の 研究によって、  大量のウランによる 核連鎖反応 が 有望なものとなってきまし
た。��・・・またこの新たな現象は爆弾、それも、あまり確かとは言えないのですが、考
えられることとしては極めて強力な新型の爆弾の製造につながるかもしれません。 船
で運ばれ港で爆発すれば、この種の爆弾ひとつで、港全体ならびにその周囲の領域
を優に破壊するでしょう。・・・・�

核抑止論⇒広島・長崎へ原爆投下⇒核脅迫の時代�
アインシュタインの手紙：最初の核抑止論�

2-2 核エネ
ルギー登場�



ナチスドイツの原爆の前に米国が保有して使用を抑止�
→1939年10月の手紙で「ウラン諮問委員会」�����������������
→報告書はルーズベルト大統領のファイルに眠ったまま
→1941年秋、英国で原爆の可能性明確に�����������������������
→米英で原爆開発→マンハッタン計画����������������������������
→ドイツは原爆をつくろうとしたが作っていない�����������������
→ニールス・ボーアの懸念→ロートブラットは離脱�������������
→フランク報告（1945年6月『政治的・社会的問題に関する
委員会報告』戦後の核兵器禁止協定、対日無警告使用に反
対）提案は拒否�

⇒科学者の手を離れると世界支配の道具に：対ソ外交の切
り札：ソ連の目前で原爆投下して「核脅迫」によってソ連を従
わせる ⇔「戦争を早期に終結させ人命を救うために原爆を投
下した」は戦後作られた「神話」���米日歴史学者が解明（参
考文献参照）���核抑止論 ⇒ 核兵器使用�



原爆投下の目的に関する歴史学者の研究：�
  「戦争の早期終結」は トルーマン大統領の発言＋戦後作られた『神話』�
歴史学者の調査・検証�
ハーバート・ファイス：「本土侵攻が始まる前に」「日本を降伏させるのに原爆投下は必
要なかった」（1960年代）�
Martin Sherwin；“A World Destroyed”、 マーチン・シャーウイン『破滅への道程—
原爆と第二次世界大戦』 TBSブリタニカ�
Gar Alperovitz； “The Decision to Use The Atomic Bomb”、ガー・アルペロビッ
ツ 『原爆投下決断の内幕 上/下』 ほるぷ出版�
Barton J. Bernstein; “ Hiroshima and Nagasaki reconsidered: the atomic 
bombings of Japan and origins of the cold war, 1941-1945”�
シャーウインとバーンステインは1995年に来日してお会いして考えを聞いた。�

⇒戦後の対ソ連政策として原爆を投下した�
最重要根拠はポツダム宣言と天皇制維持に関して�
⇔ 第1回国連総会（1946年1月）第1号決議「各国の軍備から原子兵器を一掃する」�

   イラク戦争,シリア、イスラエルのガザ攻撃、ウクライナ東部、安倍の中国・韓国対応 �

 広島・長崎の原爆投下はこの発展方向を妨げ今日まで続く核脅迫の時代に�

 原爆投下⇒戦後の米ソ核軍拡競争と「冷戦」へ�



原水爆禁止2013年世界大会で 『もう一つのアメリカ史』
のオリバーストーン監督が原爆投下の目的を語る。�
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→核兵器の使用の威嚇
で世界を支配する体制へ
しかし、その一方で ⇒	





ストックホルム・アピール�
1  �わたくしたちは人類に対する威嚇と大量殺りくの武器であ

る原子兵器の絶対禁止を要求します．���
2�  わたしたちはこの禁止措置の実行を保証する厳重な国際

管理の確立を要求します．���������
3�  わたくしたちはどんな国に対しても最初に原子兵器�を使
用する政府は，人類に対して犯罪行為を犯すものであり，その

政府は戦争犯罪人として取扱います．�
4�  わたくしたちは全世界のすべての良心ある人々に対し，こ

のアピールに署名するよう訴えます．�
1950年3月19日  ストックホルムにて（世界平和評議会）  �

2-3 核兵器廃絶の要求とともに世界世論が人
類の歴史をつくる時代に  �

署名者数��           ���
米               300万�
英               120万�
仏            1,500万 
伊            1,700万 
西独            200万 
東独         1,704万 
ソ連    1億1,561万  
朝鮮             568万
ビルマ          350万 
中国   2億2,375万  
日本             645万�

総計�   5億以上      
⇒朝鮮戦争で原爆使
用をストップ�



ビキニ事件： 1954年3月1日 ビキニ水爆実験�

米国は1954年3月1日ビキニ環礁で水爆
実験「ブラボー・ショット」�15Mt TNT＝広
島原爆15ktの1000倍→直径 6.4 kmの
火球→珊瑚礁の小島はプラズマ状態（小
さな太陽）に�

日本の原水爆禁止運動が核兵器のない世界を
つくる今日の転機を生み出す�

ビキニ環礁の小島は蒸発
しその後に直径2kmのク
レーター�



　「ブラボー・ショット」による強い放射性降下物の降ったマーシャル諸島共和国
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外務省公文書「汚染船船航跡関係」「汚染
漁船及び商船の検査報告」2013年11月公
開、山下正寿さんら9月19日記者会見�



原水爆禁止運動   第1回原水爆禁止世界大会�

第五福竜丸の船員が生還できたことが日本の原水爆禁止
運動に1954年のビキニ事件をきっかけに原水爆禁止運動
が津々浦々に広がった。                                                                                            ��
民主的な日本国憲法が出来て、その憲法の下で始めての
草の根の自発的な運動が全国民的規模でとりくまれたこと�������������������������������
⇒憲法の民主主義と平和主義が国民的に定着。   �
� 広島・長崎の被爆を体験した日本において、地域・職場・学
園などの草の根から自治体、全国と初めて下から上に運動
が組織された。����������
有権者の過半数の3千数百万筆の原水爆禁止の署名が集
まった。�
⇒第1回原水爆禁止世界大会1955年8月広島�
� ① 核兵器全面禁止、② 核戦争阻止、③ 被爆者援護連帯
の3つを運動の基本とすることを確認。�



■伝え、広げた核兵器なくせの声 ���
原水爆禁止運動は人類史的�
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’55年第1回原水爆禁止世界大会             
直後  原水爆禁止日本協議会発足    
’56年原水爆被害者団体協議会 �

’58年第1回平和行進�

被爆者の生き甲斐�



1955年 原水爆禁止日本協議会（Gensuikyou）�
地域・職場・学園などの草の根から自治体、全国、さらに国際政治をつなぐ運動が発
足。人類が核兵器のない世界を実現する上で不可欠な役割を今日まで続けている。�
���世界的に見ても極めて貴重な運動：�
���核兵器国は核政策の最大の障害�
��→分裂策動�自民党、民社党系が脱落して核禁会議（岸信介らがバック）�
���1960年代に入るとソ連が社会党に資金援助：部分的核実験禁止条約に賛成を主�
���張（「いかなる国の核実験にも反対」を運動の基本原則に入れるかどうか	


���基地問題を運動に持ち込むなと主張して分裂）�
���部分的核実験禁止条約の2面性：	


    大気圏内核実験で地球上の成層圏・大気圏内の放射性物質充満による被曝を押	


    さえる  ⇔  米英ソの核兵器独占（地下核実験移行）�
��→1965年総評、社会党を中心に原水爆禁止日本国民会議（原水禁）�
���1960年代中頃は中国が介入�
    現在では国連事務総長も連携�

1956年 原水爆被害者団体日本協議会（被団協）�
  ��被爆後、身体的、精神的、社会的な辛苦を抱えているにもかかわらず、日本政府�
���から放置されていた被爆者が1956年の大会で「再び被爆者をつくらせない」を基�
���本とする全国組織を生みだした。�



ラッセル・アインシュタイン宣言とパグォッシュ会議�

ビキニ水爆実験→日本の国民的原水爆禁止運動	


→日本の科学者の調査→ ロートブラット博士→ラッセル博士	


→アインシュタイン博士�

1955年4月5日付け手紙   
ラッセル→湯川����� 4月18
日アインシュタイン死去��������      
4月19日湯川返信             
7月9日「RE宣言」発表�この
年湯川(48才)は平和ピール
7人委員会創設�



ラッセル・アインシュタイン宣言��������������������������������	


���������������「人間性を心にとどめよ」�
私たちの前には、もし私たちがそれを選ぶならば、
幸福と知識と知恵の絶えない進歩がある。私たち
の争いを忘れることができぬからといって、その
代わりに、私たちは死を選ぶのであろうか？　　
私たちは、人類として、人類に向かって訴える
———あなたがたの人間性を心にとどめ、そして
その他のことを忘れよ、と。もしそれができるな
らば、道は新しい楽園へ向かって開けている。も
しできないならば、あなたがたの前には全面的な
死の危険が横たわっている。 



1957年7月第1回パグウォッシュ会議            ������ �米ソを
含む23人の科学者参加�

小川岩雄� 朝永振一郎� レオ・シラード�

ロートブラット�

参加した湯川博士は写っていない。�



科学者京都会議−湯川・朝永・坂田から科学者
の社会的責任を学ぶ�
会議の成果を政府の政策に反映させる→政府に影響力を持つ科学者
の参加を→1960年代に入りパグウォッシュ会議の議論が変質核兵器
をなくすのは難しい→核兵器のバランスで平和を維持する「核抑止論」
が支配→RE宣言を忘れ、離脱する傾向強まる→日本の科学者はこれ
を批判→1962年、日本版パグウォッシュ会議「科学者京都会議」を湯
川、朝永、坂田の呼びかけで開催�



1962年5月京都龍安寺�第1回科学
者京都会議�
ラッセル・アインシュタイン宣言の「初心に帰って」問題にとり
くむ！������政府より国民世論に訴える ⇔ 物理学者だけでなく
自然科学、人文社会科学、憲法学者、作家、ジャーナリスト
も：広い視点でとりくむ�

�
�RE宣言の核兵器の廃絶だけでなく戦争の廃絶と日

本国憲法第9条の平和主義は「戦争の放棄と軍備
の廃止」「人類全体を破滅に導く戦争の論理」を脱
却して「平和時代を創造する人類の当為(Sollen)」�



Pugwash京都シンポジウム   1975年8月〜9月���
「核抑止を超えて」ー湯川・朝永宣言�

•  「軍備をもたない世界での安全を保障できるような世界的
権威の樹立—世界連邦の実現—」	



•  湯川・朝永宣言「核抑止を超えて」に会議後参加者が署名
してもらえるように準備	



•  湯川博士は前立腺で2回の手術、せめて開会式の挨拶が
できるまでに回復したい→回復に執念	



•  核軍備のバランスでは「核軍拡に向うことを抑えることが
できない」「真の核軍縮を実現するための具体的方策」「順
序づけた全体計画の提案まで話を進める」	



•  湯川博士自身としてはさらに「軍備をもたない世界での安
全を保障できる�



病院から車椅子
で ���
パグウォッシュ京
都シンポジウムの
開会宣言と開会
報告�



「核抑止を超えて」—湯川・朝永宣言�
•  「核軍備管理によって問題の解決が可能であるという
期待をもつべきではない」「今日の時点で最も緊急を
要する課題は、あらゆる核兵器体系を確実に廃絶する
ことにある」	



•  「究極目標は、人類の経済的福祉と社会正義が実現さ
れ、さらに、自然環境との調和を保ち、人間が人間ら
しく生きることのできるような新しい世界秩序を創造
することである」	



•  「核兵器を戦争や恫喝の手段にすることは、人類に対
する最大の犯罪であるといわざるをえない」	



•  1975年９月１日	


　　　　　　　　　　　　　　湯川秀樹・朝永振一郎　
署名者24名	



朝永博士の発案で、署名を渋る全参加者に原爆直後の映画を二
晩にわたって観てもらった→ほとんどが署名�



1984年6月�東京で第5回科学者京都会議��
�アメリカの戦略防衛構想で日本の科学・技術の軍事化がおこなわれようとしている�
�ことを警告（現在の安倍政権も武器輸出で大学の研究を軍事産業に）�
•  核抑止論から脱却したPugwash会議�
�1990年にWorkshopで「Nuclear-Weapon-Free World は望ましいか？ Nuclear-
Weapon-Free World は実現できるか？」の研究開始1992年 Rotblat博士が報告
1993年原水爆禁止科学者集会名古屋 Rotblat博士招待「核兵器廃絶は夢でない」�
  参照文献  『核兵器のない世界へ』 ロートブラットら著沢田ら監訳1995年かもがわ出版�
・1995年広島で日本初のPugwash会議：参加者全員が原爆資料館を見学�
 �→「自分たちは核兵器の問題を『キノコ雲』の上から考えていた。」「見学して初めて
『キノコ雲』の下で起こったことを少し想像できるようになった」 �
�→核抑止論を会議全体で初めて脱却した声明→ノーベル平和賞�
•  1995年以後核抑止論脱却が定着→RE宣言の初心に�
���戦争のための制度・体制（Institution of War）をなくす:日本国憲法と一致�
•  1997年ノールウエイのリレハンメルで日本から送った原爆写真展の中で会議�                          �
      8月6日広島デーで私の被爆体験を報告�
•  2000年英国ケンブリッジの Pugwash会議「戦争のない世界に向けて」�
�   Institution of War を廃絶する：軍隊はもちろん、歴史教育で過去の「英雄」を賛�
����美するのでなく、平和・人権の確立に努力した人を重視するなど�
     8月6日に再び被爆体験を話し、その夜は灯籠流し�
•  2005年再び広島Pugwash会議�Rotblat初欠席ビデオでRE宣言の初心訴え�
•  ���参考文献：日本パグウォッシュ会議 

http://www.pugwashjapan.jp/index.html�



核抑止論から脱却したパグウォッシュ会議�
•  1990年代にロートブラット博士のWorkshop「Nuclear-

Weapon-Free World は望ましいか？ Nuclear-Weapon-
Free World は実現できるか？」�

•  1992年東ベルリンでパグウォッシュ会議�
•  1993年名古屋で原水爆禁止科学者集会でロートブラット

博士を招待「核兵器廃絶は夢でない」�
•  1995年広島で日本初のパグウォッシュ会議�
�参加者全員に原爆資料館を見学してもらう�
→「自分たちは核兵器の問題を『キノコ雲』の上から考えてい

た。」「イマジネーションの不足を思い知った」「見学して初
めて『キノコ雲』の下で起こったことを少し想像できるように
なった」 �

→核抑止論を会議全体で初めて脱却した声明�



 2015年11月長崎伊王島で日本で3度目のPugwash 会議�
   準備会討議の提案（小沼・沢田）�
1．   核兵器廃絶：被爆地長崎から．核抑止論批判�
      2015年NPTの結果を踏まえる�
2．  東アジア地域、中東地域の緊張緩和と信頼醸成、東南ア

ジア有効協力条約�
     日本国憲法の平和主義、第9条の評価、国連憲章と�
     Russell-Einstein宣言との関連）�
3．  原子力問題：�
    Three Mile Island, Chernobyl, Fukushima からの�
     教訓、�
4． 科学者 社会的責任：社会の中での科学・技術�
        放射線被曝影響の研究体制�
 参考：1980年代後半には日本の大学、自治体で非核宣言、平和憲
章制定運動。 1987年名古屋大学平和憲章 参考文献：『平和への学問の道』�

現在の安倍政権の憲法の解釈改憲は当時と同じ情勢�
�



1963年 部分的核実験禁止条約：大気圏での核実験禁止→放射能に
よる環境汚染をストップ⇔その一方で地下核実験で核軍拡��1968年 
核兵器不拡散条約(NPT)調印：核保有国の核兵器保有を条約で承認
→核軍縮は単なる努力義務→核軍拡�

1985年2月9日 ヒ
ロシマ・ナガサキか
らのアピール署名1
2カ国で開始�

当時は「核凍結」
核実験禁止など
部分的要求�

→1987年「平和の波」国際共同行動 
1996年 国際司法裁判所勧告的意見�
1997年「モデル核兵器条約」�



�1976年非同盟運動と連携強化：�
   非同盟運動  ： （1954年ネール・周恩来会談「平和5原則」→1955年アジア・ア
フリカバンドン会議→ユーゴのチトーの主導で1961年非同盟諸国会議25カ国で発
足）と1976年8月非同盟諸国首脳会議に大会決議で手紙を送って連携�
→国連軍縮特別総会(SSD-Ⅰ、1978年核兵器廃絶が緊急課題を確認)→2011年に
120カ国、1998年の新アジェンダ連合誕生まで国連で核兵器廃絶に取り組む中心
的役割。�
1985年ヒロシマ・ナガサキからのアピール署名�
  日本人口の約半数の6000万人署名�
��→ヨーロッパでも→ 1990年代の核兵器廃絶の世界世論�
→新アジェンダ連合(諸国)�
→→国際司法裁判所（JC）の勧告的意見：核兵器使用と使用の威嚇は一般的には違�
��法（7：7）、核兵器廃絶の条約交渉と締結を�
 「イラク戦争反対」の世界世論  2003年2月15日�
世界で数千万人が「イラク戦争反対」  「平和のルールを守れ」のデモ�
→国連安保理を縛る：国連憲章の欠陥を世界世論が補う�
�軍事力の super power を圧倒するまでになった核兵器廃絶の世界
世論→現在は核兵器廃絶の市民運動が国連と連携�
�



ヒロシマナガサキからのアピール署名�
�1985年ヒロシマ・ナガサキからのアピール署名       ���
��日本人口の約半数の6000万人署名�
��→ヨーロッパでも→ 1990年代の核兵器廃絶の世界世論��
��→新アジェンダ連合(諸国)�
  →→国際司法裁判所（JC）の勧告的意見：核兵器使用と使

用の威嚇は一般的には違法（7：7）、核兵器廃絶の条約交渉

と締結を�

 「イラク戦争反対」の世界世論 03年2月15日、世界で数千

万人が「イラク戦争反対」�

  「平和のルールを守れ」のデモ→国連安保理を縛る：国連

憲章の欠陥を世界世論が補う�
� 軍事力のスーパーパワーを圧倒するまでになった核兵器廃
絶の世界世論�
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核兵器廃絶条約

広島・長崎からのアピール�

広島・長崎への原爆投下  ⇒   戦争のない平和な人類社会に発展する道を閉ざす	


⇒ 平和を求める世界世論の発展が核兵器使用の手を抑えてきた。�

日
清
戦
争�

韓
国
併
合

日
露
戦
争�

2010年
2015年
NPT再検
討会議 ?�



2-4 核不拡散条約NPT再検討会議と世界世論�

ＮＰＴの・核不拡
散条約の三つの柱�

①核不拡散  �

②核軍縮�

③平和利用�

非核兵器国は１８４	
核兵器国は５つ	


右図の非加盟国３カ国に加
え、北朝鮮は２００３年に脱
退表明をおこなった。現在
は保留扱いとなっている。	


世界世論⇒核独占狙いの
NPTを核兵器廃絶手段に�

1995年無期限
延長と引き換えに
再検討会議の議
題に核軍縮を追
加→2000年再
検討会議で「明
確な核兵器廃棄
の約束」�

NPT: Treaty on the Non-Proliferation of Nuclear Weapons�

核兵器数1970年3万6千発 �
          →1990年6万8千発に�



■核兵器のない世界へ ���
変わる世界、行

動する人々�

世界世論とNPT再検討会議�
■核兵器のない世界へ ���
変わる世界、行動する人々�

2005年ニューヨークへ：2000年の「明
確な約束」を実行せよ！�

8

マスコミが写真入りで報道→全米の反核運動を励ます。�核兵器廃絶支持率�36%
（’97）→44%（’99)→→66%（’05)→73%（’07)→77%（’08）�



米政府高官4氏の「核兵器のない
世界」の提言に世界が注目�

  ０７年提言：「核抑止はもは
や有効でない、核兵器廃絶
のための本格的なとりくみ
がアメリカによって開始さ
れるべきだ」「核兵器のな
い世界という目標を設定し、
この目標を達成するのに必
要な行動に精力的にとりく
むことを支持する」	
 

０８年提言：「核兵器ゼロの 目
標明示して‥‥」�

H.キッシンジャー� W. ペリー�

S. ナン� G. シュルツ�



潘基文国連事務総長5項目提案   2008年10月24日�
(1) 核兵器国は核軍縮・廃絶にいたる効果的な措置＝核兵
器禁止条約＝の交渉を行うNPT条約上の義務を果たせ。�
(2)安保理常任理事国（核兵器国）は自国で、核軍縮・廃絶
過程での安全保障を議論し、消極的安全保障を明確に保証
せよ。�
(3)包括的核実験禁止条約（CTBT）の発効と核分裂物質の
生産禁止（カットオフ条約）、非核地帯条約の批准と中東非
核地帯の設立努力をせよ。�
(4)核兵器国は自国の核兵器に関して透明性を��
(5)他の種類の大量破壊兵器の廃棄、大量破壊兵器テロ防
止、通常兵器の生産と貿易の制限、新たなミサイル、宇宙兵
器の禁止、などの補完的措置を。�



米大統領として原爆使用の道義的責任�

「世界で唯一核兵器を使用
したことのある核保有国と
して、米国は行動を起こす
道義的責任がある」「この
取り組みをわれわれ一国で
成し遂げることはできない
が、しかし、世界をけん引
することはできる」　　　　
（４月５日、チェコ・プラハ）�

オバマ大統領のプラハ演説と核抑止からの脱却？	
 

「核兵器が存在する限り、
わが国は、いかなる敵であ
ろうとこれを抑止し、同盟諸
国に対する防衛を保証する
ために、安全かつ効果的な
兵器を維持する。」　 
（４月５日、チェコ・プラハ）�

 オバマ政権の誕生と 2010年NPT再検討会議�



（核兵器廃絶）に疑いのまなざしを
向ける人々がいることは、私も承知
しています。 
空想的、時期尚早、実際に不可能、
非現実的などといった理由から、軍
縮など夢物語にすぎないというので
す。しかし、こうした指摘はむしろ、
軍縮に代わる策のほうに見事に当て
はまります。 
それでは、軍縮に代わる策とは何で
しょうか。それは核抑止力への際限
ない依存、飽くなき軍拡競争、野放
しの軍事費増大、そして税金の無駄
遣いに他なりません。 
私たちはこれらにふさわしい呼び名
を付けなければなりません。それこ
そまさに幻想であり、安全保障に名
を借りた妄想なのです。	


核抑止論は安全
保障に名を借り
た妄想だ！ 
潘基文国連事務総長	


国連と市民運動の結合�



ピースパレードの先
頭は平和市長会議	



続いて日本被団協�

これに1500人を越える
日本原水協の代表団 合
わせて2000人��アメリカ
からも含めて1万5000
人〜2万人⇒署名提出�



2010年NPT再検討会議�
 会議開始に合わせて国際ニューヨーク行動�
�4月30日〜5月1日�
リバーサイドチャーチでNGOの「核兵器のない、平和で公正
な、持続可能な世界のための国際会議」�
   潘基文国連事務総長参加・講演�
   「みなさんの力が必要です」�
   「核兵器のない世界が実現したら、みなさんは世界から感�
     謝されるでしょう」�
��5月2日タイムズスクェアで集会（100人の被爆者と日本か
ら2000人、全米、世界から1万数千人）国連までピース・パ
レード→ドァルテ国連上級代表とカバクチュランNPT議長に
6,901,037筆の「核兵器のない世界を！」署名を渡す（米山・沢田）�

���日本被団協は原爆展を国連本部で開催�
   連日被爆者の証言�



2010年NPT再検討会議（5月3日〜28日）�
�議長の冒頭発言「昨日署名を受取った。市民社会の熱意に応えなけ
ればならない」�
��核兵器のない世界へのロードマップ作成の行動計画←米ロ英仏が時
間を限ることに抵抗→潘基文事務総長の5項目提案(2008年10月)�
5月27日、カバクチュラン議長が最終文書の提案→28日 全会一致で�
○ 2014年の2015年再検討会議の準備会に核兵器国が核軍縮の成
果報告�
○� 2015年再検討会議でNPT第6条の核軍縮全面履行計画を検討�
���オバマ政権はIAEAの査察強化を狙ったが非核国が反対�
○ 2000年の核兵器廃絶の明確な約束を再確認�
本会議は、核兵器のない世界の達成に関する諸政府や市民社会から
の新しい提案およびイニシャチブに注目する�
核兵器禁止条約の交渉の検討を提起している潘基文国連事務総長の
提案（核兵器条約の交渉を含む）に注目する�
2015年NPT再検討会議前に2010年で提起された核軍縮取組の報
告会議を�
● 議長提案の核兵器禁止条約交渉開始へのロードマップ核兵器国反対�
�  核兵器国の抵抗の中で核兵器のない世界に向けた重要な一歩前進 �



2-52015年NPT再検討会議を前に情勢と新署名�
��日本の平和運動（核兵器廃絶と憲法9条を守る運動）と    �
   国連と多数の非核兵器国との連帯・協同の発展が新段階�
�→国連軍縮問題上級代表（ドァルテさん、アンゲラ・
ケインさんは2010年以後国連代表として原水爆禁
止世界大会に参加、潘基文国連事務総長は2010
年に広島と長崎�
��2010年代を人類史の転機にする展望をきずく�
   2010年代は、核兵器廃絶から戦争の廃絶�
→平和で公正な人類社会を現実にする絶好のチャン
ス（人類史の転換点）�
     （アンゲラ・ケイン上級代表は2013年世界大会
にはシリアの化学兵器問題で参加取止め）�



○ 新署名「核兵器全面禁止のアピール」運動�
�「1945年8月、広島と長崎に落とされた原爆は一瞬の
うちに二つの街を廃墟に変え、21万の人々の命を奪い
ました。いまなお20万を超える被爆者が苦しんでいま
す。この悲劇をいかなる地にもくり返してはなりません。  
　いま核兵器の廃絶を求める声は世界にひろがっていま
す。多くの国で市民が行動し、政府がその実現を支持し
ています。ヒロシマ・ナガサキをくり返させないもっと
も確かな保証は核兵器を全面的に禁止し、廃絶すること
です。  
　2010年5月の核不拡散条約（NPT）再検討会議では，
核保有国を含む189の国々が「核兵器のない世界の平和
と安全を達成する」ことを決めました。いま、それを実
行に移すときです。  
　　私たちはすべての国の政府に、すみやかに核兵器禁
止条約の交渉を開始するよう求めます。」  



核兵器を禁止する条約の交渉
を始めて下さい！�



国連事務総長も熱い期待�
去年の国連創立記念日に国連事務総長は、まも
なく７０億人に達する人類の平和と安全のため、
「核兵器のない世界」の実現をよびかけ、「２
０１０年ＮＰＴ再検討会議は、条約への支持を
認める最終文書に合意しました。この事業を支
持する署名は数百万に上っているので
す・・・」と日本原水協の署名にも言及した。�

潘
基
文
事
務
総
長�

★地平線の上には核兵器のない世界が見えている。・・私もＮＰＴに要求があ

る。いま、ただちに核兵器を廃絶せよ！我々は必ず核兵器を一掃する。みなさ

んも、指導者に自分自身が何をしているのか問いかけてほしい	
 	
 （２０１０年

５月１日　リバーサイド教会の演説）	
 

★世界の市民が、みなさんの署名に声を合わせて欲しい　　　　　　　　　

（２０１１年２月１５日　新アピール署名への賛同メッセージ）	
 

★核兵器廃絶をめざすこの偉大な事業で、みなさんがパートナーであることを

誇りに思う（２０１１年世界大会へのメッセージ）	
 



核軍縮にも民主主義革命が・・	

	

グローバルな核軍縮のためにますます多
様な人たちが世界中で活動している・・・	

国際署名もまたそうした条約を支持するも
ので、日本の団体である原水協がNPT再
検討会議に提出したものです。それは700
万筆にのぼるものでした。本委員会の作
業に今年もその先も積極的影響を及ぼしう
る、2つの増大しつつある流れを見出すこ
とができます。 　	

	

軍縮にも民主主義が訪れていることの証
拠は、いま私が例に挙げた世界中の市長
や議員や市民社会のグループの行動をみ
れば議論の余地がありません。	


ドゥアルテ上級代
表の国連総会第１
委員会開会演説よ
り�
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ウィーンを訪れている日本原水協と日本被団協の代表団は、５月３
日午後、３月に就任した国連の新しい軍縮担当上級代表アンジェ
ラ・ケインさんと会い、懇談しました。　　　　　　　　ケイン上級代表は、
ＮＰＴの新たな再検討サイクルのスタートに当たって、２０１０年の合
意を履行していく上でも、世論喚起の行動や被爆体験の継承・普及
は大変重要になっていると強調しました。  



ウィーン第１回準備委員会で新たな動き�
１６カ国が核兵器使用の人的影響、　　
国際人道法にもとづく解決を求める　　　

「共同声明」を発表  �

スイス、オーストリア、チリ、コスタリカ、デンマーク、バチ
カン、エジプト、インドネシア、アイルランド、マレーシア、
メキシコ、ニュージーランド、ナイジェリア、ノルウェー、

フィリピン、南アフリカ�

核兵器が一発でも使用されれば、人類の生存そ
のもの、そして未来をも危うくする。核兵器は
存在そのものが「悪」との考えを個々の国の安
全保障や防衛政策、核抑止力論を超えて、世界
の規範にしようとする意欲的なアプローチ。�



 �
 〜�
�
�
�
�
�
�
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2015年のNPT再検討会議に向けての2013年第2回準備
委員会（ジュネーブ）で4月24日、80カ国が「核兵器の人道
的影響に関する共同声明」発表。�

・・・・・・・「私たちは、核兵器使用のもたらす壊滅的な人道
的結果について深く懸念しています。・・・・・・・ ��核兵器が
二度とふたたび、いかなる状況下においても、使用されな
いことに人類の生存がかかっています。核兵器爆発の壊
滅的影響は、それが偶発的であれ、計算違いによってで
あれ、あるいは計画的であれ、十分な対応を行うことは不
可能です。すべての努力はこの脅威を取り除くことに割か
れなければなりません。核兵器が二度とふたたび使用さ
れないことを保証する唯一の方法は、それらを全面廃棄す
ることでしかありえないのです。・・・・」�

�



  ○ 2013年第68回国連総会�
 「核兵器の人道的影響に関する共同声明」  125ヶ国�
        ・・・核兵器による壊滅的な人道的影響を認識することは
核軍縮に対するあらゆるアプローチや取り組みを支えるもの
であると確信している。・・・凄まじい核兵器の人道的影響は、
それが初めて使用されて明らかになった。・・・1946年に国
連第1号決議・・・・�
        2010年NPT再検討会議は、「核兵器のいかなる使用
も壊滅的な人道的結果を引き起こすことに深い懸念」を表明
した。・・・・いかなる状況下であっても核兵器が二度と使用さ
れないことが、まさに人類の生存にとっての利益である。・・・・
核兵器が二度と使われないという唯一の保証は、その完全
な廃絶である。・・・・・・・・」�
核兵器の人道的影響に関する共同声明」の共同提案国は�
    16ヶ国→35ヶ国→80ヶ国→125ヶ国        �
  ついに日本政府も賛同 ⇔ しかし「核の傘」の中⇒核兵器禁
止条約交渉早期開始決議（インドネシア、マレーシア提案）に棄権�





しかし日本政府は依然として『核の傘』	


 核兵器廃絶に関する国連ハイレベル会議⇒核兵器全面廃絶国際デー
提唱→インドネシアがこの会議を受けて核兵器禁止条約の交渉を即時
に開始せよの決議→日本政府は賛同せず（「核の傘」）  	


毎年提出されてきたマレーシア提案にも棄権�
 日本政府を核兵器禁止条約交渉開始の先頭に立たせることが重要に	


 ○ 2015年再検討会議第3回準備委員会 2014年4〜5月NY �
   マーシャル諸島共和国がビキニ事件60周年でNPT第6条
の核軍縮・廃絶義務違反で核保有9ヶ国を国際司法裁判所
（ICJ）に提訴したことを冒頭に報告⇔首都マジェロでの50周
年集会ではアメリカ大使の「マーシャル諸島共和国は米国の
核実験に協力して世界平和に貢献」という演説を許していた。�
    共同声明は採択されなかったが直前に広島の原爆資料
館とマーシャル諸島共和国を訪問したゴッドメラー米国務次
官が核兵器の非人道性を認める発言をし、カントリーマン米
国務次官補が米国は核兵器の不使用を決心したと発言�



核兵器の人道的影響に関する国際会議�
第1回 2013年ノールウエイ（NATO加盟国）�

第2回 2014年2月13、14日 メキシコ：146カ国の

政府�(米、英、仏、ロ、 中は不参加) と国連、赤十字

が参加。  �

  ��開会に続き1時間45分の被爆者セッション：3人の

被爆者と長崎女子高生（被爆3世）：被爆者の発言に

多くの代表感銘＋議長総括で被爆者に感謝 ���

第3回2014年12月に オーストリア・ウイーンで開催�



今年2014年の8月�
 今年の平和記念式典の広島市長の「平和宣言」（日
本国憲法の崇高な平和主義の下で69年間戦争をし
なかった事実を重く受け止める必要）と長崎市長の
[平和宣言]（集団的自衛権の議論を機に、．．日本国
憲法に込められた「戦争をしない」という誓いは、被爆
国日本の原点であるとともに、被爆地長崎の原点で
もあります）、長崎市の被爆者の城台美弥子さんは
「平和への誓い」（集団的自衛権の行使容認は日本
国憲法を踏みにじる暴挙です）。�
安倍晋三首相は広島も長崎も昨年のコピペ（68年後
→69年後）を読み上げる不真面目さ。�
��被爆者から憤り�
 �



参考資料：原水爆禁止22001144年世界大会--長崎決議  長崎からすべて
の国の政府への手紙  
    私たちは被爆地長崎から、すべての国の政府、とりわけ核保有
国の政府が、ただちに「核兵器のない世界」の実現に足を踏み出
すことを訴えます。  
    11994455年88月99日、アメリカ軍によって投下された一発の原子爆弾
によって、2244万人の市民が暮らしていた長崎は廃墟と化し、その
年の末までに77万44千人が命を奪われました。生き残った被爆者は
今もなお、放射線�による白血病やがん、深い心の傷に苦しめられ、
その子孫も健康への不安にさいなまれています。  
    このような惨劇を、世界のいかなる地にも繰り返させてはなり
ません。核兵器はいかなる状況においても使用されてはならない
残虐な兵器です。核兵器はけっして人間と共存でません。このよ
うな兵器を「抑止力」として維持することは、政治的にも、道義
的にも、けっして認められません。だからこそ国際政治の場でも、
核兵器の非人道性を告発し、その廃絶を求める声が広がっている
のです。  
    私たちは、今年1122月にウィーンで開催される第３回「核兵器の
人道的影響に関する国際会議」がこれまでの成果を受けつぎ、大
きな成功をおさめることを期待するものです。  



被爆者の平均年齢は7799歳をこえています。核軍縮の交渉は核不拡
散条約（NNPPTT）が定める義務であり、「核兵器のない世界」の達
成は22001100年NNPPTT再検討会議の合意です。この実行を、これ以上
怠ることは許されません。  
私たちは、国連総会で３分の２以上の賛成で決議されているよう
に、核兵器禁止条約、すなわち核兵器を全面的に禁止し、廃絶す
る条約の交渉を直ちに開始することを要求します。  
22001155年NNPPTT再検討会議は、「核兵器のない世界」の達成という
合意を実現する決定的な機会とならねばなりません。私たちは、
あなた方の誠実な努力を強く要請するものです。  
被爆国である日本はまた、憲法99条の不戦の誓いを掲げる国でも
あります。私たちは、わが国を再び「戦争する国」とする企みに
断固として反対するとともに、わが国が「核の傘」から脱却し、
被爆国にふさわしい役割を果たすことを求めています。  
被爆7700年にむけて、あなた方が、被爆者と被爆国の市民社会の声
に応え、誠実に行動されることを心より訴えるものです。  
  
　長崎を最後の被爆地とするために—  



原水爆禁止2014年世界大会��
��原水爆禁止2014年世界大会に国連代表、各国代
表が参加�
   ・アンゲラ・ケイン国連上級代表：�
パンキブン国連事務総長のメッセージを代読し、6日
の閉会総会で演説。�
   ・NPT再検討会議で発言した�
オーストリア、インドネシア国連軍縮大使も参加�
マーシャル諸島共和国外相も参加�

国連事務総長から世界大会実行委員会代表に手紙
9月26日 核兵器全面廃絶国際デー(議員会館で記念
集会[被爆70年へ被爆者とともに」） 全国で署名行動�



核兵器開発継続政策の中で生まれた原発推進政策�
 1952年米ソ水爆開発競争�
1953年12月アイゼンハワー大統領�
“Atoms for Peace（平和のための原子力）”演説�
  原発で使用する濃縮ウランの貸与�
  核兵器のインフラ：濃縮ウラン工場の維持�
→同盟国に濃縮ウランを使う原発を�
→1953年中曽根康弘を招待し、正力松太郎をCIA
がらみで日本に原発導入させた。�
  1954年3月2日中曽根議員らが原子力研究開発
予算2億3500万円提案4日衆院通過�
 ビキニ事件で大きく発展した原水爆禁止運動を抑え
るために原子力平和利用宣伝⇔科学者の反対無視�
⇒物理学者（自主・民主・公開の三原則）�



原爆爆発後0.01秒後の火球と初期放射線

 

ショックフロント ガンマ線

　　　　

　　

      　熱線

中性子

 熱線 　　中性子

ガンマ線

火球

残留放射線

地上 600 m (広島）
        500 m (長崎）
        500 m (長崎）

爆心地近くに誘導放射能⑤ 誘導放射性物質�

3．  放射性降下物による被曝影響�

原爆被害の物理的根源 ①初期放射線,②熱線, ③衝撃波と爆風,④放射性降下物�
Shock Front�

Fire Ball�

Gamma Ray�

Heat Ray�

Neutron�



原爆の影響                エネルギー�

① 初期放射線           ・・・ 5% �

② 熱線 ��                 ・・・ 35%�

③ 衝撃波と爆風       ・・・ 50%�

④、⑤  残留放射線   ・・・ 10%�

  ④ 放射性降下物           (8〜9%)                      �    �

      「黒い雨」と放射性微粒子�

  ⑤ 誘導放射性物質        (1〜2%)�



原爆被害の実相：物理的根源�
① 初期放射線：5％� 1分以内に連鎖反応と火球から放出さ
れるガンマ線と中性子線：瞬間的な外部被曝。爆心地から
2km以内で被曝。�
② 熱線：35％ 火球が膨張し表面温度が太陽の表面温度数
千度で放出0.5秒〜3秒。爆心地から2 km以内では焼死、
火傷、4 kmでも火傷。爆心地から2 km以内は火災�
③ 衝撃波と爆風：50％�火球の膨張で表面にショックフロント
→火球から離れて衝撃波として伝搬→衝撃波の高圧と大気
圧の圧力差で爆風がつくられる。この点が通常の火薬による
爆風とは異なる。衝撃波の圧力で日本家屋は屋根、天井、
床が柱などから外され、その直後に爆風が家屋を倒壊させ
たので、建物は隙間なく崩壊し、人々を下敷きにし、火災に
よって焼死させた。�



④ 火球の中央部にあった放射性物質（核分裂生成物、中性
子吸収による誘導放射化物質、未分裂のウランor プルトニ
ウム）が上昇・冷却で水滴の核に�
→原子雲 →放射性降下物（放射性降雨 =「黒い雨」、放射
性微粒子）。��
爆心地から10 km〜20 kmの広範囲で主に内部被曝させる。�
⑤ 初期放射線の中性子を地上の物質の原子核が吸収して
誘導放射化物質に�
爆心地から1 km以内に入った入市被爆者にも被曝させる。�
�

瞬間的にも長期的にも、爆心地でも遠距離で
も：時間と空間を超えた非人道的影響�



② 熱線で焼き殺された少年 （長崎）�



前面半身火傷を
した14才の少
女�
�
1945年8月10日
（翌日）大村海軍病
院にて�
（撮影 M．塩月）�



熱
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熱線による被害�



マッハ軸� マッハ軸�

③ 衝撃波と爆風は家々や
建築物を完全に破壊した�
�
広島の爆心地から700m 
東のコンクリート造りの2
階建てビルディングは1階
部分が完全に潰れた。�
�
衝撃波が地面で反射して
マッハ軸をつくり爆風をつ
くる�

火球�

爆
心
地�



広島の現在の平和公園の付近から東方を望む�

原爆症認定集団訴訟⇒核兵器の使用⇒その瞬間のこの世
の地獄＋時間と空間を超えた苦しみを与え続ける�



     浦上天主堂 (長崎)�

浦上天主堂は長崎の爆心地から500mの距離にあった. �



広島原爆の原子雲�
約1時間後に15 kmの高さと幅�

瀬戸内海�

呉市�

広島市�

倉橋島�

江田島�

厳島�

④ 放射性降下物�



広島の破壊・
全焼地域図�
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�    全壊地域  �

          半壊地域�
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宇田雨域（左）と増田雨域（右）と仁科芳雄ら採集の土壌の放射能（静
間清ら）�放影研の『黒い雨』区域は増田雨域とよく一致	



西大橋東詰め（当時）の資料7は20分の1にして表示������������������������
高須の資料12は資料7の19分の1の放射能�



長崎原爆の原子雲�
40分後には南北それぞれ20kmまで広がる�

野母崎� 大村�

雲仙岳�
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長崎の全壊・全焼地域
と全壊／半壊地域図�

  X� 爆心地�

�     全壊・全焼地域�

�     全壊／半壊地域�



 

ガンマ線�

西山地域�

放射性降雨�

放射性微粒子�

放射性微粒子�

ガンマ線�

ガンマ線�

ガンマ線�

長崎爆心地�

雨滴の大きさ分布
Marshall-Palmer の指
数分布式  	


��0.1 mm〜3 mm      →�
大部分の雨滴の水分
は降下中に蒸発→放
射性微粒子風で流失
後は生物学的方法：被
曝実態から調べる必要	





● 急性放射線症�脱毛、紫斑（皮下出血）、下痢、嘔吐、・・・�

被曝当日、吐き気、嘔吐、めまいなど。1〜2週間後に脱毛、
紫斑、白血球減少などの発症⇦多数の細胞が死滅�� ほとん
どが「確定的」障害           発症する被ばく線量に個人差はあ
るが、ある被ばく線量を越せば必ず発症する。重篤度は被曝
線量により、遂には死亡。�

●晩発性障害��がん、白血病、甲状腺障害，肝臓障害、遺伝的�影
響・・・⇦ DNAの損傷⇒染色体異常�

白血病は数年後、他は10〜20年後から放射線被曝の特異
性なし                                                                        �� ほ
とんどが「確率的」障害：         被ばく線量が増えれば発症す
る人が増えるが、必ず晩発性障害発症するとは限らない。重
篤度は被曝線量によらない。�

 大量被曝⇒急性放射線症����    低
線量 or 慢性被曝でも晩発性障害�急性放射線症と晩発性障害�



隠蔽された放射線被害��
急性放射線症状：脱毛�

爆心地から2km の屋内で主に放射
性降下物で被曝した11才の少女の
脱毛�

爆心地から 1km の木造家屋内で主に初
期放射線により外部被曝した21才の兵
士。脱毛は原爆投下12日後、紫斑は23
日後に始まり 28日後に死亡。�

外部
被曝�

内部
被曝�



核エネルギーの悪用から誤用へ 
核政策に従属した原発推進体制と放射線影響の研究体制	
 

•  アイゼンハワーの“Atoms for Peace” (原子力平和利用)
演説（1953年12月）⇒NPT体制へ�

•  日本などに濃縮ウランを用いる原発をつくらせる→正力松
太郎、中曽根康弘らを利用→日米原子力協定�

•  米国原子力委員会に従属した国連科学委員会
（UNSCAER）�

•  NPTの枠内で原発推進の国際原子力機構(IAEA)福島に
出張所（日本の原発体制に危機感）�

•  WHOから放射線影響研究を剥奪�
•  原子力産業に従う国際放射線防護委員会（ICRP）被爆者

調査の放射線影響研究所（放影研）に依存�



トルーマン大統領指示  1947年発足�
原爆傷害調査委員会, 
ABCC 広島市と長崎市に設置�
初期放射線（1分以内）� 国際放射線防護委

員会�
International Commission 

on Radiological Protection 
(ICRP)�
内部被曝の特殊性
の無視�

1975年�  ABCC閉鎖  �
 ⇒   放射線影響研究所
（放影研）�
スタッフ、研究計画を引継ぐ：
初期放射線影響の研究�

1997年 ヨーロッパ放
射 線 リ ス ク 委 員 会
（ECRR）�
2003年ECRR勧告�
2009年 ECRR-エーゲ海大
学環境学部主催国際会議�
�⇒レスボス宣言�
2010年ECRR勧告�

内部被
曝重視�

各国の放射線防護
の基準に� � � �厚生労
働省は判決を今な
お認めない�

核兵器政策と原発推進政策に従属した放射線影響の研究体制	
 

原爆症認定訴訟�
2000年最高裁判決（松谷訴訟）� 原爆
症認定集団訴訟（2003年〜28判
決）内部被曝を認める�

核不拡散条約 NPT�

国際原子力機構 IAEA�

原子放射線に関する国連
科学委員会 UNSCEAR�残留放射線(1分以後)

放射性降下物���
⇒�遠距離被爆者�
�    �誘導放射化物質�
⇒ 入市被爆者��    �������
これらによる被曝は無視できる
⇒疫学調査の非被曝Control 
Group に遠距離被爆者を実質
採用�
⇒内部被曝の無視・軽視�

福島事故�
内部被曝�

市民と科学者の内部被曝問題研究会�

マンハッタン計画�
米原子力委員会�

1977年NGO被爆
者シンポジウム�



2003�昭和堂�� ���40年保健物理（放射線防護�安全）の職に専念���������������������



「低線量被ばく 揺れる国際基準」���
（NHK 2011年12月28日放映）�����「当時のICRP
委員17人の内13人が原子力行政や
原子力産業の委員で委員の『配慮』で
据え置かれた」�



国連科学委員会 2008年報告�������������������������������
チェルノブイリ事故の放射線の健康影響について�

20年の追跡研究の結果、青少年期の放射性ヨウ素への曝
露と大線量をあびた緊急作業者の健康問題を除けば、チェ
ルノブイリ事故の結果として大部分の人口においては重篤な
健康問題の恐れに生きる必要がない。����������������������������
大部分の労働者と公衆は自然放射能と同様またはたかだか
その数倍の低い放射線に曝露され、その曝露線量は、放射
性物質の崩壊と環境中での拡散により減少し続けている。こ��
れはチェルノブイリ事故でもっとも大きな影響を受けたベラ
ルーシ、ロシア、ウクライナ、さらにヨーロッパ諸国にあてはま
る。�����������������������������������������������������������������������������
生活はチェルノブイリにより障害されたが、放射線学的立場
からは個々人の健康問題に対する展望は明るいものである。�



福島への帰還を進める	


日本政府の4つの誤り	



ー隠される放射線障害と健康に生きる権利ー	


2014年9月25日発行��旬報社 1400円＋税�

声明�

政府は、大きな誤りに基づいた�

『汚染地帯』への「帰還政策」をやめ、�

最新の科学的知見に基づいた対策を実行して�

住民の健康を守るべきである�

�
2014年5月12日�市民と科学者の内部被曝問題研究会�

理事長  沢田昭二�



政府広報8月17日主要全国紙�

放射線についての正しい知識を。	
 
	
 

国際機関により設定された
科学的基準に基づく行動を
とってほしい	


レティ・キース・チェム氏	


国際原子力機関（IAEA)保
険部長�

放射線について慎重になりす
ぎることで、生活習慣を悪化さ
せ,、発がんリスクを高めている	


中川恵一氏	


東京大学医学部付属病院 放
射線科准教授�

放
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 異議あり！ 
 8.17政府広報  

研究者らが緊急会見 

シンポジウム 
 9月 15日(休日)午後 1:30～ 

上智大(四谷)12号館 203教室       
（休日の当日は、正門から入り北門横会場へ） 

◆記者会見 
      あいさつ 島薗 進（上智大教授） 
      問題提起 松崎道幸（旭川勤医協医院院長) 
           岡山 博（元東北大臨床教授) 
           生井兵治（元筑波大教授) 

発言(予定) 沢田昭二（名古屋大名誉教授）             
    ◆シンポジウム 参加者による自由討論 
                                         連絡先：080・1002・4504（田代） 
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岡山 博  小柴信子 
沢田昭二  島薗 進 
田代真人  津田敏秀 
生井兵治  西尾正道 
松崎道幸  矢ヶ崎克馬 
山田耕作 

 
賛同者 

石塚 健  岩佐 茂 
牛山元美  大西 広 
加藤利三  小出裕章 
小林 隆    小林立雄  

崎山比早子  佐々木陸爾 

新船海三郎  曽根旉史   
高岡 滋  玉田文子    
中村梧郎  満田夏花    
望田幸男  梁取洋夫  

吉田傑俊 
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⇒放射性降下物の被曝影響を生物学
的方法（被曝実態）から探る⇒�



脱毛発症率（放影研LSS広島）
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ストラム 水野による初期放射線量と脱毛発症率

修正正規分布によるフィット

正規分布によるフィット

京泉らの移植実験による脱毛発症率

正規分布によるフィット

放射性降下物による被曝も考慮したLSS脱毛発症率5％�

5%	



放射線感受性に
大きな個人差�

●印はStram
と Mizunoが
ABCCの重度
脱毛発症率
調査から求め
た結果�

■はABCC
調査から全
脱毛発症率
からの結果�

ABCCが1950年
前後に寿命調査集
団（LSS）の脱毛発
症率を調査�



被曝線量とLSSの脱毛発症率
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ストラム—水野による初期放射線量と脱毛発症率
修正正規分布によるフィット

正規分布によるフィット

京泉らの移植実験による脱毛発症率

正規分布によるフィット

放射性降下物による被曝も考慮したLSS脱毛発症率

低線量では放射線感
受性が強い（放射線に
弱い）人が発症（脱毛
は軽度）�

高線量では放射線感
受性の弱い（放射線に
強い）人も発症（脱毛
は重度）�

低線量の
立ち上がり
が不自然
に急激�

高線量で100％
にならないのは
LSSのバイアス�



脱毛発症率（放影研LSS広島）
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修正正規分布によるフィット
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京泉らの移植実験による脱毛発症率

正規分布によるフィット

放射性降下物による被曝も考慮したLSS脱毛発症率5％�

5%	



放射線感受性
に大きな個人
差⇔原因確率�

初期放射線（1分以内）�

残留放射線（1分以後）��放射
性降下物（遠距離も)�誘導放
射化物質(入市も）�



LSS集団広島の脱毛発症率によ被曝線量
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全被曝線量
初期放射線DS02
「黒い雨」による推定値
系列9
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系列11

放射性降雨による推定
最大被曝値
己斐・高須地区
0.006〜0.02 グレイ

初期放射
線による
被曝 cP

DS02初期
放射線   P

脱毛発症率に
基づく全被曝
線量  cP +F

放射性降下物
による被曝  F

1 km以内は
初期放射線
被曝で脱毛
は100%発症

放影研の寿命調査集団LSSの脱毛発症率による被曝線量�



被爆者の急性症状から放射性降下物による内部被
曝を引出す 元素の種類で集中する器官・臓器が違う�

紫斑の発症率
は脱毛とほぼ
同じ振舞→脱
毛も放射線被
曝が原因	



下痢の発症率
は遠距離では
脱毛より大きく
近距離では小
さい⇒内部被
曝と外部被曝
の違い�

広島急性症状発症率
（於保論文 屋内、中心地出入無）
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3種の急性症状の発
症率を共通した初期
放射線被曝と放射
性降下物被曝で再現
。下痢は初期放射線
による外部被曝と降
下物の内部被曝の
違いを示している�

被曝線量と発症率の関係
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長崎原爆による急性症状発症率
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長崎原爆による被曝
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図２ 被曝線量とLSSの脱毛発症率
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放影研遠距
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晩発性障害
の相対リスク
(Schmitz-
Feuerhake)�
相対リスク=
被爆者発生
率／非被爆
者発生率�

図10  放影研の比較対照群の全国に対する相対リスク
（Schmitz-Feuerhake による）
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遠距離被爆者を比較対照（コントロール）にする放影
研は大きな過小評価  ���  ��
�������1シーベルト当たり 0.53/0.23 = 2.3�
�����  ����������ベラルーシ� 原爆被爆者� �比率�
甲状腺がん � �4.4              1.2                3.7�
胃がん� � �       69.1              9.5                6.5�
肺がん�    ���60.2              7.5                8.0�
乳がん�       44.3              9.2                4.8�
膀胱がん     37.8              3.2             11.8�

チェルノブイリ原発事故によるベラルーシのがん発症
率 と放影研の被爆者との比較� Malko博士�

3.7÷2.3 = 1.6    6.5÷2.3 = 2.8     8.0÷2.3 = 3.48    
4.8 ÷2.3 = 2.1��この違いは測定値に問題？�



松崎道幸『日本の科学者』2013年1月号特集「がんリスクは10ミリシーベルトでも有意に増加」�

晩発性障害：がんでも放影研は過小評価⇒ICRPや国連科学委員会、IAEAなども�
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　100 万kW原発１日運転＝放射性物質原子炉に広島原爆3 発分 
 　1 号炉、2 号炉、3 号炉計200 万kW → 広島原爆の数千発分 
3月11日地震で連鎖反応停止⇒4日間⇒15日放射性物質最大放出 
　半減期の短い = 放射能の強い核種 ⇒ 半減期の長い核種に　　　　
水素爆発で気化しやすいものを放出 
　放射性物質は小さな微粒子になって大気中を風で移動 
　初期に大気中の半減期 8 日のヨウ素131 による主要被曝！　　
今は半減期2 年のセシウム134 と半減期30 年のセシウム137�
　の主として食物摂取からの被曝�
⇒ 連鎖反応停止4日後→福島では典型的急性症状は起こっていない  
⇔ 原子雲下の遠距離被爆者は1%程度発症：1000 ㍉シーベルト 　
=1Sv 程度の被曝：原爆の放射性物質は原子雲をつくり、30 �分
後には降下して半減期の短い放射性物質で被曝（半減期　 
　20.8 時間のヨウ素133、半減期6.6 時間のヨウ素135）　　　
⇒１％程度の人が急性症状を発症⇒福島では晩発性障害が問題 



原爆被爆者などの放射性降下物に
よる内部被曝の真実を明らかにす
る研究体制を作る�������������⇒人類
の未来のためにも、核兵器のない
世界を実現する核兵器禁止条約を
制定し、原発推進政策の国際的枠
組み「核不拡散条約」を廃棄し、人
類が放射線被曝で脅し続けられる
ことのない世界を創り出そう！�
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2010 NPT
再検討会議

核兵器廃絶条約

広島・長崎からのアピール�

世界世論の力が核脅迫政策推進勢力と対決し、今やそれを
追い抜こうとしている�

日
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国
併
合

日
露
戦
争�

2010年
NPT再検
討会議�広島・長崎の原爆投下	



→核兵器の使用の威嚇
で世界を支配する体制�

核兵器全面禁止アピール署名     �
→世論の結集で2015年NPT会議
で核兵器禁止条約の交渉開始へ
NPT体制から⇒核兵器禁止条約体
制へ⇒世界の放射線被曝研究体制
の正常化⇒放射能で脅かされない
科学と技術の成果が人々の幸福に�


